
この度は Color Blaze をお買い上げいただき、誠に有難うございます。

このユーザーガイドでは Color Blaze の操作方法および安全な使用方法

についての重要事項を説明しています。Color Blaze を正しく安全にお

使いいただくため、ご使用になる前に必ずこのユーザーガイドをお読み

下さい。また、必要なときにご覧になれるよう大切に保管して下さい。

箱には以下のものが入っています。

・ Color Blaze　１台

・ コンセントプラグ付き電源ケーブル（AC100V）   １本

1. はじめに

◆ 1-1　製品各部の名称
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図 1

押さえ金具のネジを締め、
固定します

電源ケーブル差込口

注 意

電源ケーブルのコネクターが、奥までしっかりと差し込まれていること

３．アドレスの設定

重 要

アドレス設定を行う前に、電源を入れてさい。

Color Blaze のライトアドレスには、DMX チャネルナンバーを使用しま

す。設定は、本体背面のパネルで行います。

◆ 3-1　アドレスの考え方 

Color Blaze は、複数の LED 基板（１基板あたり 18 個の LED）から構

成されており、基板単位でライトアドレスを設定することが可能です。

設定は、全ての基板に個別アドレスを割り振る方法と、複数基板ごとに

グループ化してアドレスを割り振る方法があります。

アドレスは、左端の基板（またはグループ）に対する番号を指定すると、

そのアドレスを先頭アドレスとして、残りの基板（またはグループ）に

も自動的に連番アドレスが割り振られます。

アドレス設定の際は、事前に以下の点をご検討下さい。

・ １台に割り当てる、ライトグループ数

・ 先頭となるライトグループに対するスタート DMX チャネルナンバー

※ ライトグループあたり、DMX チャネル 3つ分（RGB 各色分）を使用

　 します。

※複数台の Color Blaze を並べて順番に色を流すような演出を行う場

合、直前の Color Blaze に割り振ったエンドのアドレスを考慮した上

で、次の Color Blaze のスタート DMX チャネルナンバーを算出する

必要があります。

（DMX チャネルナンバーの算出方法については、 ◆ 3-2  および　

＜ DMX アドレス設定表 ＞をご参照ください。）

N U M BER O F G RO U PS

D M X STA RT C H A N N ELL

１つ目のライトグループに対するスタートチャ

ネルナンバーを指定すると、残りのライトグ

ループにも自動的に連番のアドレスが割り振ら

れます。

DMX チャネルナンバーについては、

＜ DMX アドレス設定表 ＞をご参照ください 。

◆　3-4　点灯チェック

アドレス設定を終えたら、テストボタンを長

押ししてライトの点灯確認をしてください。

Color Blazeの制御基盤が正常に作動していれ

ば、左端の LED 基板から順番に、ライトが白

くフラッシュしていきます。これで、コント

ローラーを接続するための準備は完了です。

４．データの接続

DMX コントローラーからのデータは、RJ45 または XLR-5 ケーブルを

用いて、Color Blaze 背面の DMX　IN ポートに直接つなぎます。複数

台の Color Blaze にデータを送り配線する場合は、送信側の DMX OUT

ポートと受信側の DMX IN ポート間を RJ45 または XLR-5 ケーブルで

接続して下さい。（図 2参照）
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落下防止ワイヤー

ワイヤーの固定方法はユーザー様にて
安全性を確保してください。

ワイヤー用穴
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・ XLR-5 および RJ45 ポートは併用することが可能です。（図 3 参照）

注 意

RJ45 データケーブルを使用する場合は、データの合計配線距離が

100 ｍを超えないようにしてください。

5．設置について 

注 意

安全性を十分に確認して、確実に取り付け・設置を行って下さい。

◆ 5-1　灯具の固定

取付金具の底面にある取付用穴を使って、設置面に適切なビスなどで灯

具を固定します。安全性を十分に確認して下さい。

◆ 5-2　落下防止ワイヤーの取付について

安全のため、必要に応じて落下防止ワイヤーを取り付けて下さい。落下

防止ワイヤーは、耐荷重270kg以上、７芯×７線のより線のものを使い、

ワイヤーは建築物に取り付け固定します。

図 2

図 3

◆ 1-2　設置の手順

① コンセントプラグ付き電源ケーブルを本体にセットします。

　 ※ AC200Vでご使用の際は別途ご用意下さい。

② 電源を入れます。

③ ライトアドレスを設定します。

④ コントローラーを接続します。

注 意

Color Blaze は、通気のため本体周囲に 8cm 以上の空間を設けて設置

してください。

２．電源の接続

注 意

設置および配線は、専門の電気工事業者が行って下さい。

◆ 2-1　コンセントプラグの取り付け

Color Blaze は本体に電源トランスを内蔵したライトです。入力電圧は

AC100V から 240V、50-60Hz に自動切替で対応します。電源の接続

には、付属のコンセントプラグ付き電源ケーブル(AC100V)を用いてくだ

さい。AC200Vでご使用の際は別途ご用意ください。

◆ 2-2　電源ケーブルのセット

１. 本体背面の電源ケーブル差込

口に、　付属の電源ケーブルを

セットします。

２. 押さえ金具のネジを締め、ケー

ブルをしっかりと固定してくだ

さい。

◆ 3-2　ライトグループ数の設定

まず 初に、ライトグループ数を設定をします。

ライトグループ数とは、Color Blaze をいくつ

かのセグメントに分けて光らせるためにグルー

プ化する、基板のグループ数のことです。設定

は、“NUMBER OF GROUPS”の＋／－ボタン

を押して行います。右記をご参照下さい。

ライトグループ数の設定

1＝全ての基板を同一アドレスに設定。（12基板１グループ）

2＝2つのグループに分けて、６基板ごとにアドレスを設定。（6基板×２グループ）

3＝3つのグループに分けて、４基板ごとにアドレスを設定。（４基板×３グループ）

4＝４つのグループに分けて、３基板ごとにアドレスを設定。（3基板×4グループ）

6＝６つのグループに分けて、２基板ごとにアドレスを設定。（２基板×６グループ）

A＝全ての基板に個別アドレスを設定。（１２基板それぞれに１アドレス設定）

1＝全ての基板を同一アドレスに設定。（8基板１グループ）

2＝2つのグループに分けて、４基板ごとにアドレスを設定。（4基板×２グループ）

4＝４つのグループに分けて、２基板ごとにアドレスを設定。（2基板×4グループ）

A＝全ての基板に個別アドレスを設定。（8基板それぞれに１アドレス設定）
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ColorBlaze 48

ColorBlaze 72

＊ Color Blazeでは１ライトグループあたり３つのD M Xチャネルを使用するため、
例えば１つ目のライトグループでは「００１」～「００３」　を使用します。

◆　3-3　DMX スタートチャネルの設定

ライトグループ数を決定したら、次に DMX チャネルを割り振ります。“DMX 

START　CHANNEL”の＋／－ボタンを押して、その Color Blaze の１つ目

の（左端の）ライトグループに対する DMX チャネルナンバーを指定します。

（単一アドレスを設定する場合は、そのスタートチャネル番号を指定します。）

例）ColorBlaze72 で右図の　　

DM X STA RT C H A N N ELN U M BER O F G RO U PS

ような設定をした場合：

下記のようにアドレスが割り振ら

れます。

基本グループ 1グループ目 2グループ目 3グループ目

DMX チャネル 007 ～ 009 010 ～ 012 013 ～ 015

12NC: 910503700613 (Color Blaze 48)
　　　

Rev:04

Color Blaze 48/72

ユーザーガイド

取扱説明書

カラーブレーズ 48 / 72

12NC: 910503700614 (Color Blaze 72)

株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン
ライティング事業部　ゼネラルライティング

 〒108-8507 東京都港区港南2-13-37 フィリップスビル　TEL (03) 3740-5156  FAX (03) 3740-5163

・ 3芯－2芯変換アダプタ－　 １個

工事店様へ、工事が終わりましたらこの取扱説明書は必ずお客様にお渡しください。

お客様へ、この取扱説明書はお読みになった後も必ず大切に保管してください。　　　　　　　　　　



注 意

取付金具が本体に確実に固定されていること、落下防止ワイヤーの装

着が安全なことを十分確認してください。落下防止ワイヤーのもう一

方は、建築物に取り付けますが、取り付け場所および取り付け方の安

全性を確認してください。

6．ライトのフォーカシング

最後に、灯具両端下部にある角度調整ネジで、ライトの向きを調整しま

す。ネジは手で締めることもできますが、振動が予想される場所に設置

する場合は、六角レンチで固く締めてください。

7．本体のお手入れ

Color Blaze のレンズは、ポリカーボネート製です。レンズに傷がつか

ないよう、お手入れの際は、中性洗剤をとかした水につけて固く絞った

柔らかい布で、やさしく汚れを拭き取ってください。

注 意

・お手入れに、研磨剤などのレンズを傷つける恐れのあるものや、ペーパー

タオル、ウィンドウクリーナーは使わないでください。ウィンドウクリー

ナーはポリカーボネート表面の仕上げを損なうことがあります。

・アンモニアやイソプロピルアルコールなどを成分に含むクリーナー

は使用しないでください。レンズの黄色化やくもりといったダメージ

の原因となります。

１. まず、電源を切ります。

２. 扱いやすいよう、本体を裏返しエアーフィ

　  ルターのある本体背面を上側にします。

３. フィルターの固定ビスを外し、エアーフィ

　  ルターを外します。（このときビスが本体

　  内部に落ちないよう注意して下さい。）

４.エアーフィルターを水洗いし、完全に

　  乾かしてから、元どおり灯具に装着し直

　  して下さい。

重 要

Color Blaze のご使用時には必ずエアーフィルターを付けて下さい。

ネジ

ガスケット

ワッシャー

フィルター

注 意

エアーフィルター取外しの際は、必ず電源を切って下さい。なお、電

源オフ後も内部のキャパシターが帯電していますので、フィルター口

から物が入らないよう気をつけて下さい。

 9．温度モニタリング機能

温度の異常な上昇時の製品保護のために、Color Blaze には温度モニタ

リング機能が備わっています。動作温度が危険なレベルにまで上昇した

場合、保護回路が起動して Color Blaze の一部または全てのライトの動

作を中止し、暗い赤を点灯します。30 分ほど経過し温度が下がると自

動復帰しますが、必ず原因をつきとめ再発防止に努めてください。

10．ファンコントロール機能

さらなる熱対策として、Color Blaze にはファンコントロール機能が備

わっています。周囲温度が高い場合、ファンが作動し状況に応じて最大

速度まで回転します。

しかしながら万一何らかの問題が生じた場合は、直ちに電源を切り使用

を中止し、弊社までご連絡下さい。

11．用語解説　

◆ ライトナンバー（アドレス）と DMX チャネル

本製品はライトナンバー（アドレス）として１～１７０の設定が可能で

す。DMX チャネルではフィリップスのライト１灯につき３ch が必要で、

170 灯で 510ch を使用することになります。

ライトナンバーと DMX チャネルの関係は以下の通りです。

1

1 2

2 3

R G B

4 5 6

R G B

1 6 9

5 0 5 5 0 6 5 0 7

R G B

1 7 0

5 0 8 5 0 9 5 1 0

R G B

ライトナンバー

対応色

D M X アドレス

R：赤　G：緑　B：青

◆ DMX と DMX512

DMX は Digital Multiple X( デジタル多重送信システム ) の略。DMX 信

号（DMX512）は USITT（米国演劇協会）が規格化した演出分野での

標準デジタル信号。照明操作卓から調光を行うための規格で、異なるメー

カーの照明コントロール機器の相互接続を可能にしました。
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(データケーブル)
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灯具から次の灯具へ

C
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DATA IN
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X L R -5 オス
(データケーブル)
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B

B部詳細

RJ45
(データケーブル)

コントローラーから灯具へ

RJ45
(データケーブル)

灯具から次の灯具へ

灯具から次の灯具へ

*1 ループ末端となるBlazeのD M X O U Tポートには終端抵抗(型番:A D P-TER)をつけてください。
*2 付属の電源ケーブルは先バラ線です。電源に応じてコンセントプラグをご用意ください。
*3 D M Xデータの送りにRJ4 5データケーブルを使用する時は、合計距離100 m まで。その他の詳細はD M X規格をご参照ください。
*4 D M Xデータの送りには、XLR-5端子、RJ4 5端子を組み合わせて使用することも可能です。 
  　例)コントローラーからのD A TA  INにXLR-5を、次の灯具へのD A TA  O U TにRJ4 5を使用。

A

A C 1 0 0 -2 4 0 V

A C 1 0 0 -2 4 0 V

A C 1 0 0 -2 4 0 V

A C 1 0 0 -2 4 0 V

C部詳細
（*4参照のこと）

（*1参照）

DATA IN DATA OUT

灯具から次の灯具へ
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1 5

4

3

1

2

5

DMX
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DMX
DATA OUTATA
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2
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3
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1
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DMX
DATA OUT

1 5

2 4
3

12345678
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3

1 5

4
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1
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5

DMX
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5
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3
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15

3

42

1

DMX
DATA IN

DMX
DATA OUT

終端抵抗
（型番:A D P -T E R )

終端抵抗
（型番:A D P -T E R )

8．エアーフィルターのお手入れ

温度上昇を避けるため、Color Blaze にはエアーフィルターが備わっていま

す。エアーフィルターの機能保持のため、定期的にお手入れをして下さい。

手順は以下のとおりです。

13. 安全上のご注意 　

◆ 器具のご使用について

警　告　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　                

火災のおそれがあります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 不安定な場所で使用しないでください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

・ 器具を布・紙などでおおったりしないでください。また、カーテン・

揮発物などの燃えやすいものに近づけないでください。

感電・火災のおそれがあります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 器具および部品の改造をしないでください。

・ 器具のすきまに、異物（金属や燃えやすい物など）を差し込まないで

ください。

・ 電源コードを加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張った

りしないでください。また、電源コードに重いものをのせたり、電源

具に近づけたりしないでください。

感電・火災のおそれがあります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　

・ 異常時（煙が出たり、変なにおいがする等）には、速やかに電源を切って

お買い上げの販売店にご相談ください。

感電のおそれがあります

・ 器具のお手入れの際には、必ず電源を切ってください。

注　意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     

・ 必ずメンテナンス可能な場所に設置してください。

・ 器具を水の中につけて洗わないでください。感電や火災の原因となることがあります。

・ 器具の近くに温度の高くなるストーブや、発熱体を置かないようにしてください。器具の変形

や火災の原因となることがあります。

・ 器具に表示された定格電圧以外の電圧で、使用しないでください。定格電圧を超えた電圧で

ご使用になりますと、火災の原因となります。

・ 屋内用器具ですが、風呂場等の湿気の多い場所、直射日光の当たる場所では使用できません。

また屋外では使用しないでください。故障、事故の原因となります。

・ 器具の表面に鋭利なものが当たらないよう、設置環境にご注意ください。

・ 器具の保守・お手入れ等で、無理に回転させたり、引っ張ったり、振動や衝撃を加えたりし

ないでください。器具の転倒や落下によるけがの原因となることがあります。

・ 器具の着脱の際は、両手で静かに扱い、取付は確実に行ってください。落下によるけがの原因

となることがあります。

・ 安全に使用していただくために、器具を定期的に（６ヶ月に一度程度）清掃、点検してください。

器具のネジや部品のゆるみがないか、損傷、脱落、コードの痛みがないかお調べください。発火・

火災の原因となることがあります。

「ストロボ効果」についての注意

・ストロボ効果は一部の影響を受けやすい人に、てんかん発作を誘発する可能性があると言わ

れています。その危険性を軽減するため、いくつかの国際機関がストロボ効果の使用につい

ては点滅回数を毎秒４回以下に保つことを勧めています。この点滅回数は直視する閃光全体

に適用される目安ですが、複数台のライトでストロボ効果を使用する場合は、同時に点滅が

起こるようにして下さい。また、事故を未然に防ぐために、ストロボ効果を使用する旨の注

意を事前に呼びかけることをお勧めします。

お願い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

・ ぬれた手で器具にさわらないでください。

・ 器具のお手入れの際に、ガソリンやシンナー、ベンジンなどの揮発物でふいたり、殺虫剤を

かけたりしないでください。変色・破損の原因となります。汚れがひどい場合は、やわらかい布

を中性洗剤に浸し、よくしぼってふきとり、乾いた柔らかい布で仕上げてください。

・ お読みになりましたら、このユーザーガイドは、いつでも見られる場所に、大切に保管して

ください。ご不明点がありましたら、販売店にご相談ください。

14. 保証について
本製品の保障期間はお買い上げ日より３年間となっております。保証期間中に、ユーザーガイド

等の注意書きに従った正常な状態で本製品が故障した場合には、当社所定の方法により無料で修

理または交換させていただきます。お買い上げの販売店もしくは ㈱フィリップスエレクトロニク

スジャパンまでご連絡ください。（なお、特別に訪問を行った場合や引取サービスをご利用いた　　　　　

だいた場合には、別途サービス料を申し受けます。）

保証期間中でも、次のような場合には修理・交換の対象となりませんのでご了承ください。

・ ご使用上の誤り、または改造、誤接続による故障および損傷の場合。

・ 火災・地震・水害・落雷およびその他の天災地変、公害、塩害、ガス害、異常電圧や指定外

の電源使用による故障および損傷の場合。

・ 接続している他の機器に起因して本製品に生じた故障および損傷の場合。

・ お買い上げ後の輸送や移動および落下等、不適当なお取り扱いにより生じた故障および損傷

の場合。

 

・定格

　定格入力電圧　定格入力電流　定格消費電力

　AC100V-240V

   　ColorBlaze 48

・使用環境

　場所 　温度 　湿度

　屋内 　-5℃～35℃ 　0％～95％
   結露なし

12 定格・使用環境　　

　(50Hz/60Hz)

　2.5A-1.1A
   　ColorBlaze 72

　3.7A-1.6A

   　ColorBlaze 48
　280W(最大）

   　ColorBlaze 72
　420W(最大）　

・  当製品の使用可能条件の温度は-20℃～50℃、湿度は0％～95％、結露なしですが、温度が35℃

    以上の高温下でご使用になりますと著しく寿命が短くなる原因となります。 

・  当製品の保存可能条件の温度は-20℃～70℃、湿度は0％～95％、結露なしですが、範囲外の温

    度での保存は短寿命または故障の原因となることがあります。

・ 年間４０００時間以上の長時間使用の場合。


